
　この数字は、2020年7月時点における本学出身女性社長の人数です。国公立大学間比較におい
ても全国4位1と健闘しています。全国の女性社長は2021年に初めて50万人を突破し、全企業に
占める割合は14.2％となりました。2

　地区別の女性社長率は九州がトップで15％を超え、女性社長が誕生しやすい環境があるといえ
るかもしれません。多様な視点と価値観をもたらす存在として、女性リーダーの増加傾向は今後も
続いていくと考えられます。
　今後、本学卒業生が女性リーダーの増加を牽引する存在となることに期待をよせると共に、女性
リーダーが更に活躍できるよう、社会全体における支援や意識改革が進んでいくことが望まれます。

[ロゴデザイン]   藤  紀里子（芸術工学研究院 助教） 制作／株式会社ミドリ印刷
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研究内容
　マイクロナノ領域において機械、電気、
医学、バイオなどの知識を用い、細胞が
持つ未知の機能の解明や、細胞レベルの
治癒を実現する工学的なアプローチを試
みております。研究の一例として、針のな
い気泡を利用した注射器などマイクロ場

● 特集：巻頭エッセイ「九州大学で活躍する女性たち」
● 仕事と家庭の両立・育児体験記「ワクワク・ライフ・バランス」
● 男性の育休取得を阻む要因って？
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● 数字でみる九州大学と男女共同参画（第3回）
● 研究補助者雇用支援について
● 出生サポート休暇が新設されました
● ベビーシッター派遣事業割引券を利用できます
● 編集後記

での特異な流体現象を用いた医療・バイ
オ関連デバイスの研究、品種改良や再生
医療に役立つことを目指した新しい遺伝
子導入の研究などがあります。針のない
気泡の注射器の研究においては、穿孔だ
けでなく電界・プラズマ誘起により発生
する気泡の反応性界面を活用し、今後、
穿孔技術・試薬導入技術だけでなく、金
属埋込み技術、配線技術や、タンパク質
結晶等を生み出すなど健康長寿社会実
現に向けた各種研究の加速への貢献が
期待されています。

研究の面白さ、魅力
　私の研究は機械工学を主軸とし、理学
部や農学部や医学部などの共同研究者
とともに研究を進める分野横断的な異分
野融合研究が特長となっています。これ
まで研究において手が届かなかったマイ
クロ空間を制御するデバイスを具現化し、
それによって様々な分野の新たな発見や
機序解明に繋がる点、また、サイエンスの
新たなパラダイムを切り開いていく過程
をリアルタイムに体験できる点など、この
分野の研究の醍醐味と言えると思います。
異分野の研究者同士、スケールも専門用
語も異なる中で、日々新しい発見とディ
スカッションを重ねることにより様々な価
値観を得ることは、この上ない研究の魅
力であると考えています。

若い世代に伝えたいこと
　私の目標として「10年先の大きな流
れを生みだす研究を行う」があります。
工学者として皆様に広く実際に使用して
もらい、世の中に少しでも貢献できる技
術を生みだすことも重要ですが、さらに
その研究の背景において発見される、特
異な現象やメカニズムを追求し研究して
いくことも、10年先の研究の大きな流れ
を生み出す上で重要なポイントと考えて
います。食わず嫌いはせず、様々な分野
の研究に興味をもって触れることは、い
つか自分の研究に何らかの大きなヒント
を与えます。私のモットーとして「変えら
れる未来があるなら全力で頑張る」とい
う言葉があります。ぜひ若い世代の皆さ
んにも重要なタイミングや節目でご参考
頂ければと思います。
　まだまだ途上の技術ですが、私も少し
でもその目標に近づけるように日々努力
したいと考えております。

巻頭エッセイ特 集　本学では、平成19年度より研究補助者雇用支援を実
施しています。これは、出産・育児や介護などのライフ
イベントおよび社会貢献活動などによって、研究時間の
確保が困難な研究者を対象に、当該研究者の指揮命令
下で研究支援業務に従事する研究補助者を雇用するた
めの経費を支援するものです。当初は女性研究者を対象
としたものでしたが、平成28年度から、父子家庭または
パートナーと別世帯で子どもを養育する男性研究者まで
支援対象が拡充されました（「シングルファーザー支援」）。
　本制度は、申請資格や支援期間によって次の二つに
分けられます。

数字でみる九州大学と男女共同参画

（男女共同参画推進室　加藤悠紀）

研究補助者雇用支援について

九州大学男女共同参画推進室　企画広報環境整備部門　企画・広報WG
　　　伊藤　裕之（芸術工学研究院　教授） 南里　豪志（情報基盤研究開発センター　准教授）
　　　富安　亮子（マス・フォア・インダストリ研究所　教授） 相良　祥子（男女共同参画推進室　職域限定専門職員）

編　集

数学分野はまだまだ女性の数が少ないので、室員としての活動は全学の活動を知る良い機会と考えています。学生教育等部門
の活動に携わった際に「ジェンダー研究助成」で文系を含む学生の計画書を審査したことは印象に残っていますし、ニューズ
レターの女性研究者の紹介は読者としても好きな内容です。

編集後記
（企画広報環境整備部門　企画・広報WG　富安亮子）

出生サポート休暇が新設されました

　教職員の仕事と子育ての両立を支援するため「ベビーシッター
派遣事業割引券」を発行しています。詳細は下記のとおりです。
＊利用対象者＊
九州大学の教職員（非常勤を含む）。配偶者も就労していること。
（例外：配偶者が入院等により就労の困難な場合など）
＊対象児童年齢＊
0歳から小学校3年生まで（条件を満たせば小学校6年生まで
利用可能）
＊割引金額＊
1枚あたり2200円。対象児童1人につき、1日に2枚まで使用可
能。なお、1家庭1ヵ月24枚まで。

（注）令和4年度より電子割引券のみの対応となります。なお、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大に伴う特例措置はなくなりました。

　令和4年4月1日より、出生サポート休暇が新設されました。これ
は、不妊治療に係る通院等のため勤務しないことが相当であると認
められる場合に、本学の教職員が利用できる休暇のことです。

男女共同参画推進室
E-mail：office@danjyo.kyushu-u.ac.jp
Tel：092-802-2034
https://danjyo.kyushu-u.ac.jp/info/sitter.php

お問い合わせ

●1暦年において5日の範囲内の期間
●体外受精又は顕微鏡受精に係るもの
　である場合にあっては10日

（参照URL：https://danjyo.kyushu-u.ac.jp/info/kyuka.php#link-p）
詳しくは、所属部局等の人事担当係までお尋ねください。

九州大学で活躍する女性たち

ベビーシッター派遣事業割引券を
利用できます

大学院工学研究院機械工学部門

山西 陽子  教授
2003年 ロンドン大学インペリアルカレッジ博士課程修了
2004年 芝浦工業大学機械工学科特任講師
2008年 東北大学大学院工学研究科助教
2009年 JSTさきがけ専任研究員（ナノシステムと機能創発領域）
2011年 名古屋大学大学院工学研究科准教授
2013年 芝浦工業大学機械工学科准教授
 JSTさきがけ兼任研究員（細胞機能の構成的な理解と制御領域）
2016年より 九州大学大学院工学研究院 機械工学部門 教授（流体医工学研）
専門はマイクロ流体システム、BIO-MEMS 等の研究に従事。
日本機械学会、化学とマイクロナノシステム研究会、IEEE等に所属。
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■ 申請資格 ： 本学に所属する教員又は学術研究員
 （週20時間以上研究に従事する者）
 ＊男性の場合は年度末で39歳未満であること。
 　詳細は募集要項をご覧ください。
■ 支 援 額 ： 1期につき41万円（上限）
■ 支援期間 ： 6ヵ月間
■ 募　　集 ： 年2回（春季および秋季）

研究室風景

研究・産学官連携推進部　研究企画課研究企画係
E-mail：kissen@jimu.kyushu-u.ac.jp  Tel：092-802-2324

お問い合わせ

研究補助者雇用支援（短期）1

■ 申請資格 ： 本学に所属する女性教員で、本学に教授
 または准教授として着任後出産した者
■ 支 援 額 ： 100万円（上限） ＊金額は予算の都合による
■ 支援期間 ： 1年間
 ＊翌年度の募集で再度申請することも可能（但し、最長2年まで）
■ 募　　集 ： 年1回

研究補助者雇用支援（教授・准教授育児期支援）2
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本紙は「ダイバーシティ・ニュース」と「ニューズレター SANKAKU」を統合して令和3年度より創刊されました。
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